
　運転室内の報知・警報音の決定法を提案しました。設計
者へのヒアリングおよび乗務員アンケートに基づき，伝え
たい情報の重要度を，事故に結びつく可能性の程度（危険
性レベル）で4段階に分類し，各カテゴリの判断目安を作
成しました。そして，音の聴取実験（図）で得られた運転
士の音の感じ方を基準に，各危険性レベルに音サインやボ
イスを対応させて，使用すべき音の目安を示しました。運
転室の報知・警報音を統一した考え方で提示することに
よって，音から直感的に危険性レベルを認識できるように
なり，伝えたい情報を混乱なく運転士に伝えることができ
るものと考えられます。
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